(別紙３)
補助事業に関する実施報告書
１．申請者名
２－１．「見積業者選定理由書等」、「見積依頼書の写し」及び「見積書の写し」
注1)見積業者が３社に満たない場合は、「見積事業者選定（相見積業者含む）に関する理由書」又は「見積事業者選定（相見積業者含む）に関する内部稟議書」の写し。３社以上の場合は不要です。
注2)「見積依頼書の写し」及び「見積書の写し」は相見積業者のものも含めて全て提出する。
２－２．「発注先決定稟議書等」並びに「発注書」、「注文書」又は「請負契約書」の写し
注1)「発注先決定稟議書等」は「発注先決定に関する内部稟議書の写し」又は「(参考様式６)見積比較表」をいいます。従って、内部稟議書がない場合は「（参考様式６）見積比較表」を提出すること。
３．石油ガス災害バルク等を設置した①「敷地全体配置図（平面図）」、②「ＬＰガス配管図等」及び③「電気配線図等」
①「敷地全体配置図（平面図）」は一目でバルク貯槽、燃焼器ユニット及び避難場所の配置が分るものを提出すること。
②「ＬＰガス配管図等」は正式な「配管の平面図」及び「アイソメ図」を提出すること。
注1)補助金の対象となる部分は赤線とし、既存配管との接点からは「既設配管へ」と記載し、そこから既存配管は省略する。
注2)補助金の対象となるＬＰガス配管工事費がない場合、上記②は提出する必要なし。
注3)補助金の対象外のＬＰガス配管が赤線の場合、その部分は減額します。ご注意ください。
③ 「電気配線図等」は「配線図」及び「系統図」を提出すること。
注4)補助金の対象となる部分は赤線とし、既存配線との接点からは「既設配線へ」と記載し、そこから既存配線は省略する。
注5)補助金の対象となる電気工事費がない場合、上記③は提出する必要なし。
注6)補助金の対象外の電気配線が赤線の場合、その部分は減額します。ご注意ください。
４－１．「石油ガス災害バルク」の「容器部分」及び「圧力調整器部分等」の各写真２枚
４－２．ＬＰガス発電・照明ユニット、ＬＰガス燃焼機器（調理、炊飯又は暖房に供するもの）ユニット及び給湯ユニットの内、購入したユニットの写真各１枚以上ずつ
注7)必ず梱包から取出して、撮影すること。
５－１.　納品書、検収書、受領書の写し
５－２.　請求書の写し
５－３.　支払に関する社内稟議書の写し（稟議を起こしている場合は添付）及び内部支払依頼書の写し（あれば添付）　　　
５－４.　銀行振込依頼書又はネットバンキング証憑の写し等
注8)決裁日は平成28年2月15日以内とします。それ以降の場合は全てが補助金の対象ではなくなります。ご注意ください。
６．設置場所を所有又は管理する者と取交した「石油ガス災害バルク等」のリース契約書及びリース料減額証明書の写し
７．誓約書（参考様式５）の原本
８．法律上の許認可案件がある場合、許認可証の写し
注9)案件がない場合及び交付申請時に添付していれば添付不要。また届出関係の書類は不要です。
９．取得財産等明細書（様式第１３）
注10)資料・様式のダウンロード⇒（様式13）取得財産等明細書の記入例を参照のこと。
